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『日本十進分類法新訂 10 版』の検討 その(7)  
― 2類 歴史― 
A Critique of the Nippon Decimal Classification, 10th Edition  
Pt.7  Class 2 History 
米谷優子†  村上泰子†† 川瀬綾子††† 北克一†††† 
 MAITANI  Yuko†, MURAKAMI Yasuko KAWASE Ayako††, KITA Katsuichi††† 
 
概要：日本図書館協会分類委員会により、『日本十進分類法新訂 10 版』が 2014 年 12 月
発行された。1995年 8月の日本十進分類法新訂 9版の刊行以降、概ね 20年ぶりの日本十進
分類法の改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う『日本十進分類法新訂 10版』のうち、本稿では、
「2 類 歴史」について、検討を進めた。 
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１ はじめに 
2014 年 12 月に『日本十進分類法 新訂 10版』
(以下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行され
た1。1995 年 8 月刊行の『日本十進分類法 新訂
9 版』以来、概ね 20 年ぶりの改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う
『NDC10』について、検討を進めたい。なお、本
稿では多面的な検討内容の内、『NDC10』の「2
類 歴史」について検討を行う。 
本稿では、最初に「2 類 歴史」全体の構造を
確認し、その後、『NDC10』の「2 類 歴史」を
構成する歴史，伝記，地理の 3 分野の細部構造を
検討する。 
 
２ 『NDC10』における「2類 歴史」の構造につ
いて 
 本章では、「2 類 歴史」を構成する要素につい
て概観する。 
 『NDC10』の「2 類 歴史」を構成するのは歴
史，伝記，地理の 3 分野である。このことは、第 
†  大阪市立大学・関西大学等 
††  関西大学 
††† 京都精華大学 
†††† 相愛大学 
1 次区分表の「２  歴史 History (歴史，伝記，地
理)」で表現されている。 
『NDC10』の「各類概説」でも「この類には、過
去から現在に及ぶ人間生活における事象の、時間
的課程と地理的展開の記述に関わる著作を収める。
大別して、歴史(200 / 279)，伝記(280 / 289)，地
理(290 / 299)に分けられる」2 、と記述している。
『NDC９』では、「2 類には時間的過程と地域的
展開の記述にかかわる著作を収める。過去および
現在に関する事象を扱うが、未来の計画にはかか
わらない。大別して、歴史(200 / 279)，伝記(280 / 
289)，地理(290 / 299)に分けられる」3、と記述し
ていた。論述内容に相違はない。 
一方、第 2 次区分表では表 1 のような展開が表
示されており、文字フォント及び分類項目名のイ
ンデンションからは、「28 伝記」は、「20 歴史．
世界史．文化史」の下位区分であるかのように見
える。この「28 伝記」の第 2 次区分表における
位置づけは、『NDC９』を引き継いだかたちであ
る。 
しかし、「2 類 歴史．世界史．文化史」が歴史，
伝記，地理の 3 分野で構成されるのであれば、表
2 のように伝記を不均衡項目とするのが適切では
ないだろうか4。 
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表 1  「2 類 歴史．世界史．文化史」の第二
次区分表(綱目表) 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
表 2  「2 類 歴史．世界史．文化史」の第二
次区分表(綱目表) 改訂案 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、『NDC9』の綱目表では、20 は「歴史」
とのみしていたが、『NDC10』では、20 は「歴史．
世界史．文化史」となっている。これについての
説明は特段見られないが、この追加は必要であっ
たろうか。綱目表で複数の名辞が列挙されている
ほかの例は、「49 医学．薬学」と類似だが異なる
分野の並列であったり、「78 スポーツ．体育」と
相似概念の別称とでもいうものである。一方、世
界史や文化史は「歴史」の下位概念であり(209 に
その項目がある)、「歴史」と「世界史・文化史」
を並置することには、違和感がある。 
さらに、第三次区分表においては、「200  歴史」、
「209  世界史．文化史」となっており、こちら
との整合性からも疑問である。 
 
３ 歴史(200 / 279)の構成 
3.1 歴史の構成 
 200 / 279 が、歴史の分類記号範囲である。 
歴史(200 / 279)は、「一般から特殊へ」の原則に
従い、「歴史総記(200 / 208)」、「世界史(209)」、「各
国・各地域(210 / 279)」の順で構成されている。
各類概説でも述べているように、「区分の優先順位
は、①地域別区分、②時代別区分、③形式区分」5
である。それゆえ、「地域が明確な主題は地域が優
先される。また、地域が限定されず時代のみが限
定された主題は 209 に、地域も時代も限定されな
い主題は 200 / 208(形式区分)に収める」6、となる。 
最初に、第三次区分表において、歴史(200 / 279)
の構成を概観する。 
 
表 3 歴史(200 / 279)の構成 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「各類概説」では、「歴史は、現代史を含めて過
去のできごとの記述であり、歴史総記(200 / 208)、
世界史(209)、各国・各地域(210 / 279)で構成され
ている」7と述べる。 
 歴史総記(200 / 208)のうち、「203 / 208」は、「2
類 歴史」の形式区分展開である。しかし、201
は、「歴史＿理論」ではなく、「歴史学」であり、
「歴史＿理論」は「201.1 歴史理論．歴史哲学」
に置かれている。また、202 は「歴史＿歴史」は
ありえないので、「歴史補助学」が置かれている。
注意を要する。 
 
3.2 「209 世界史．文化史」について 
 209 は、分類項目名「世界史．文化史」である。
「をもみよ」参照が、「→：230：312」の 2 つあ
る。「NDC9」を引き継いだ連結参照である。参照
先は「230 ヨーロッパ史．西洋史」及び「312 政
20  歴史．世界史．文化史 
  21    日本史 
    22    アジア史．東洋史 
       (中略) 
    27    オセアニア史．両極地方史 
  28    伝記 
29  地理．地誌．紀行 
 
20  歴史．世界史．文化史 
  21    日本史 
    22    アジア史．東洋史 
       (中略) 
    27    オセアニア史．両極地方史 
28  伝記 
29  地理．地誌．紀行 
 
 
200    歴 史 
 <201 / 208 総 記> 
    201    歴史学 
        .1    歴史理論．歴史哲学 
        .2    史学史 
    202    歴史補助学 
    203    参考図書[レファレンスブック] 
       (中略) 
    208    叢書．全集．選集 
    209    世界史．文化史 
            (下位区分は、時代区分) 
 <210 / 270  各国・各地域の歴史> 
210  日 本 史 
       (以下、略) 
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治史・事情」である。 
3.2.1「230 ヨーロッパ史．西洋史」への連結参
照 
「209 世界史．文化史」から、「230 ヨーロッ
パ史．西洋史」への連結参照は、疑問である。ヨ
ーロッパ世界が「世界史」とされた時代の残滓で
はないだろうか。参照の消去が望まれる。 
 
3.2.2 「312 政治史・事情」への連結参照 
 「各類概説」では、「一般政治史、一般社会史や
戦争史は一般史として、ここに収める(3 類の概説
参照)」8、としている。ここでの参照指示先であ
る 3 類の「各類概説」では、次のような注記があ
る9。 
 
 歴史的研究では、一般政治史、一般社会史、
戦争史は歴史(200 / 279)に収め、政治史(312)
には政治機構・制度の内的発展など特に政治
的観点から扱ったものを収め、社会史(362)
には社会体制史、社会構造史などを収める。
また、戦史・戦記(391.2)は軍事的見地からの
著作にとどめ、従軍記などはルポルタージュ
(9□6)に収める。 
 
 「各類概説」の記述は、2 類 歴史に収めるべき
ものと、政治史(312)、社会史(362)、戦史・戦記
(391.2)、ルポルタージュとの「棲み分け」を指示
したものである。一方、「209 世界史．文化史」
から参照先とされた「312 政治史・事情」を見る
と、「→：209 / 270」がある10。この内、「209 世
界史．文化史」への参照は、相互参照である。た
だし、南極には生活を営み文化を育む主体となる
定住者はいないので、「279 南極史」は「文化史」
の対象外であろう。 
 また、「312 政治史・事情」には、「*ここには、
政治的観点から扱ったものおよび政治機構、制度
などを収める」という注記がある。しかし、この
参照構造及び注記からでは、「各類概説」の「棲み
分け」を読み取ることは困難である。関係個所へ
の注記の充実を求めたい。 
 なお、包括的な歴史を扱う「209 世界史．文化
史」の主題のうち、現在的な課題を扱うものは、
「302 政治・経済・社会・文化事情」との相互参
照が必要であろう。現に「302 政治・経済・社会・
文化事情」には「→：210 / 270」の「をもみよ「参
照」」があるが、「209 世界史．文化史」側には欠
けている11。 
 
3.2.3 古代文明への直接参照 
 「209 世界史．文化史」では、「209.3 古代 ―
476」に「古代エジプト」、「古代ギリシア」、「古
代ローマ」、「メソポタミア文明」への「をみよ」
参照がある。しかし、「インダス文明」、「黄河文明」
への参照はない。なお、「インダス文明」について
は「225.02 原始時代」に「*インダス文明は、こ
こに収める」の注記がある。「黄河文明」は、相関
索引に「黄河地域 *222.1」の地理記号があるの
みである。すくなくとも四大文明については、歩
調を揃えるべきではないか。 
 
3.3 歴史における時代区分 
 「209.8  21 世紀―」(2001-)が新設されたが、
「210 日本史」では「210.77 平成時代― (1989-)」
を新設している。ちなみに近隣他国では、
「221.07(朝鮮) 独立以後 1945-」、「222.077 中華
人民共和国時代 1949-」である。世界史では 21
世紀が区切りであり、日本史では平成時代という
和暦が区切りとされている。また近隣他国では、
第二次大戦の終了後のままであり、21 世紀の新設
はない。出版点数の文献的根拠かとも考えられる
が、疑問が残る12。 
 さらに、東南アジアに眼を転じると、ベトナム
では、「223.107 (ベトナム)20 世紀-」となってい
る。歴史的にも南・北ベトナム時代と現在の統一
ベトナム以降の区切りは必要ではないか。 
また、「223.507 (カンボジア) 独立以後 1949-」
が新設されているが、ポル・ポト政権下(クメール
ルージュ時代)、及び、現在カンボジアの識別は必
要ではないか。試案説明会でポル・ポト以前/以後
を分けて考える必要があるとの指摘に対して「考
える余地あり」の旨の回答であった13のだが、結
果として変化がなかったのは残念である。 
 「227 西南アジア」では、中間見出しで「< .1 / .8  
アラブ諸国> 」があるが、新設された「227.99 パ
レスチナ」はこの< .1 / .8  アラブ諸国>の記号法
の範囲外である。「227.9 イスラエル」とは、分
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類項目名のインデンションにより同格は表現され
ているが、記号的に「227」の範囲での新設でよ
いのだろうか14。 
 「265.9 フォークランド諸島[マルビナス諸島]」
は、記号法としても、分類項目名の位置としても、
アルゼンチンの一部を表現している。『NDC9』で
の新設内容をそのまま引き継いだ状態であるが、
英国サッチャー政権時代のフォークランド紛争等
を考えれば、この状態はどうであろうか。 
 歴史(200 / 279)では世界情勢を反映して、多く
の新設項目が立てられている。分類委員会の丁寧
な仕事に敬意を表しておきたい。 
 なお、本表に再掲されている固有補助表「4) 日
本の各地域の歴史(沖縄県を除く)における時代区
分」の問題点については、別稿「『日本十進分類法 
新訂 10 版』の検討その 2―補助表―」15において
論述したのでここでは割愛する。 
 
3.4 各国史の下の地名 
『NDC10』では、マレーシアのクアラルンプー
ル、ベトナムのアンナン、コーチンナ、トンキン
に、国と同レベルの分類番号が付与されている16。
このうち、ベトナムのアンナン、コーチンナ、ト
ンキンは『NDC９』でもあったものだが、クアラ
ルンプールは新設されたものである。 
『NDC10』試案の段階で、首都及び国の地域は
国の下位区分としている他国（イギリス、フラン
ス、ドイツ、アメリカ、オーストラリア）との整
合性を欠くと指摘していた17が、同じ指摘がなさ
れよう。 
 
3.5「210.025 考古学」の注記 
 「210.025 考古学」の注記が改められた。原則
として「*特定の地域全般に関するものおよび個々
の遺跡・遺物に関するものは、211 / 219 に収める」
18、とした。さらに例外として、「ただし、個々の
遺跡・遺物に関するものでも一国の歴史に関係の
ある遺跡・遺物は、日本史の特定の時代に収める」
19、とした。 
  地域区分が時代区分に優先するという原則を明
記している。ちなみに、『NDC9』では、「*個々の
遺跡・遺物に関するものは、日本史の特定の時代
に収める」20、とあった。この注記では、時代区
分が地域区分に優先している点を改めたものであ
る。 
 ただし、『NDC10』の「210.025 考古学」の注
記の事例「例：215.4 静岡県の考古遺跡一覧」は、
日本地方区分の「215.4 静岡県」を優先したもの
である。分類記号付与自体は正しいが、上の注記
「一国の歴史に関係のある遺跡・遺物は、日本史
の特定の時代に収める」という例外則の事例とは
ならず、矛盾している。 
 ちなみに、『NDC9』では、事例は「210.27 登
呂遺跡(別法：215.4)」21であった。また、『NDC10』
でも、相関索引では、「登呂遺跡 210.27」が存在
している。 
 
４ 伝記(280 / 289) の構成 
 伝記(280 / 289) の構成は、「280 伝記」総記、
「<281 / 287> 各国・各地域の列伝」、「288 系譜、
家史、皇室」、「289 個人伝記」に分かれる。 
 「各類概説」では、「列伝では、3 人以上を扱っ
た伝記を収め、被伝者の属性に従って地理区分す
る」22、としている。「3 人以上…」の区分手段は
『NDC9』改訂時の決定を引き継ぐものである。 
 
4.1伝記の細区分 
 「各類概説」は、「個人伝では、2 人までを扱っ
た伝記を収め、被伝者の出身国、もしくは主な活
動の場と認められる国によって地理区分」23、と
している。しかし、「被伝者の出身国」とすると移
民や旧植民地出身者の扱いが矛盾する。また「主
な活動の場」の場合は外交官、国際機関職員、世
界展開企業人などで問題が生じよう24。 
基本的には「当人の文化的なアイデンティティ
の属する場所により地理区分する」のが適切と考
える。 
 一方、個人伝の第二の展開方法は、「1. 日本、
2.東洋、 3. 西洋およびその他に三分する」方法
である。この方法での「東洋」の範囲は、「220 ア
ジア史．東洋史」の範囲であろうか。 
第 3 次区分表では、「220 アジア史．東洋史」は
表 4 のような展開を持つ。 
この内、226 及び 228 を不使用項目としても、
「220 アジア史．東洋史」の守備範囲は、「221 朝
鮮」から、「229 アジアロシア」25までをカバーす
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ることになる。一般的に「アジア史．東洋史」と
いう語彙から想起される地理的イメージと合致し
ない。 
表 4  220 アジア史．東洋史 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、「3. 西洋およびその他」の地理的範囲は、
世界から日本及びアジア．東洋を除いたものであ
ろうから、「230 ヨーロッパ史．西洋史」から「270 
オセアニア史．両極地方史」におよぶ範囲になる。  
個人伝記における三分は、本当に適切な方法で
あろうか。東洋・西洋で世界を区分する方法はア
フリカや南アメリカ等を主題とした資料が僅少で
あった過去のものであり、例えばネルソン・マン
デラ氏の伝記を「西洋およびその他」に分類する
のは強い違和感がある。 
他の類に入る伝記は「主に活躍した国もしくは
出身国で地理区分」としている（彫刻家 712 洋
画家 723 音楽家 762 俳優 772）ことから考え
ても、列伝と同様の分け方である地理区分を主と
して、三分法は削除するのが適切だろう。 
 また、「289 個人伝記」の第 3 注記に「*個人著
述目録．個人著作年譜 →027.38」がある。「を
みよ参照」であるから、二者択一ではない。一方、
参照先の「027.38 個人著述目録．個人著作年譜」
では、「*289 に分類される個人の著述目録・著作
年譜はここに収める」とある。 
 しかし、「280 伝記」の第 2 注記には、「*ここ
には、多人数(3 人以上)の伝記(列伝．叢伝)、およ
び日記．書簡．語録．逸話．追悼録．伝記書誌．
年譜など伝記資料一切を収める」、とある。「289 
個人伝記」には類似の注記はないが、あってしか
るべきであろう。 
 そして、これらから「伝記資料一切を収める」
との注記に関わらず、著述目録・著作年譜のみを
「027.38 個人著述目録．個人著作年譜」に直接
参照を行う意味は見いだせない26。 
少なくとも、「027.38 個人著述目録．個人著作
年譜」へは、「をも見よ参照」が適切であろう。
「027.38」への集中は、二者択一の扱いとする修
正が望まれる。 
 
5 地理(290 / 299) の構成 
 「290 地理．地誌．紀行」は「各類概説」では、
「地理は、その著作がなされた時点の地域の現状
を、人文地理学の観点から記述したものを扱う。
地理学一般もここに収めるが、自然地理学は 450
（地球科学.地学）で扱う」27、としている。 
 450 には「自然地理はここに収める」とあるが、
「299 海洋」には、4522 海洋誌への注記があるの
みである。「自然地理」「人文地理」という語句が
299 の本表中には全く出現しないため、「299 海洋
の地理．地誌．紀行」と「4522 海洋誌」の区別が
つきにくくなっている。299 の本表中にも各類概
説を踏まえた説明があるとよかったのではないか。 
 また、「290 地理．地誌．紀行」の注記は、「*地
理区分」の指示があるが、地理(290 / 299)の範囲
には、「299 海洋」も存在するので、「*291/297
は地理区分 299 は海洋区分」と注記するのがよ
いだろう28。 
  
5.1 地理総記 
 地理総記は、290 である。290.1 に「地理＿理
論」の地理学が配されている。「290.18 歴史地理
学」の注記に「*各地域・各時代の歴史地理は、歴
史に収める」とある。「各類概説」での「歴史のよ
うに「時代区分」がなく、各地域、各時代の歴史
地理は歴史に収める」29、と平仄があう。ただ、
海洋への言及も必要であろう。 
  「290.189 地名」に、「*地名辞典→29□.033」
が追加された。分かり易い措置である。 
「290.2 史跡．名勝」の分類項目名から「景観」
が削除されている。これは「各国・各地域の地理．
地誌．紀行における共通細区分表」(固有補助表
5)における「-02 史跡．名勝」と同様の措置であ
220  アジア史．東洋史 
      221    朝鮮 
      222   中国 
      223   東南アジア 
      224    インドネシア 
      225   インド 
     [226]   西南アジア．中東[中近東]  
→227 
      227    西南アジア．中東[中近東] 
     [228]アラブ諸国    →227 
      229     アジアロシア 
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る。 
  ただし、『NDC10』の固有補助表 5では、「-013 
景観地理」が新設されている。すなわち『NDC10』
では、『NDC9』の「-02史跡．名勝．景観」から
「景観」を消去して「-02 史跡．名勝」とすると
共に、「-013 景観地理」を新設した。 
相関索引で確認をすると、「景観 290.13」と
「290.13 環境論．景観地理学」へ導いている。な
お『NDC9』の相関索引では、「景観 290.2」であ
った。事象「景観」が、学問分野「景観地理学」
へ吸収されたということであろうか。もしそれな
らば、景観は「景観地理」として「学」が成立す
るが、「史跡地理学」は存立しない、ということで
あろうか。疑問が残る。 
 「290.38 地図」であるが、一般補助表では「-038 
諸表．図鑑．地図．物品目録[カタログ]」である。
「290 地理」では、分類項目名を地図が名称を独
占する、ということなのか。その場合、地理＿図
鑑はどこに分類をするのだろうか。 
 
5.2 各国・各地域の地理．地誌．紀行 
 中間見出しで示されているように、<291 / 297  
各国・各地域の地理．地誌．紀行>である。ここ
には、「各国・各地域の地理．地誌．紀行における
共通細区分表」(固有補助表 5)が用意されている。
ただ、「-092 漂流記」は「299 海洋」での展開が
適切ではないか。『NDC9』において海洋区分が新
設された時の未整理部分であろう。 
 
6 さいごに 
本稿を終えるにあたって『NDC10』刊行へと長
年のご苦労を積み重ねられた歴代の分類委員会委
員の方々に感謝の意を捧げたい。歴代の委員長、
委員の方々については「本表・補助表編」の冒頭
の「分類委員会報告」に記されている。 
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